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市
民
の
皆
さ
ん
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
政
府
の
た
び
か
さ
な
る
景

気
回
復
の
刺
激
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
向
に
景
気
は
回
復
せ
ず
、
深
刻
な
不

況
と
経
済
不
安
の
う
ち
に
年
を
越
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
我
が
国
の
経
済
社
会
環

境
の
も
と
で
、
政
府
は
新
年
度
予
算
に
か

か
る
公
債
発
行
比
率
を
昭
和
五
十
二
年

度
よ
り
更
に
増
や
し
、
三
五
日
γ
N
以
上

と
従
来
の
低
く
抑
え
る
考
え
方
を
改
め

る
一
方
、
公
共
事
業
投
資
を
思
い
切
っ

て
大
巾
に
増
額
す
る
な
ど
し
て
、
大
型

の
予
算
規
模
に
よ
る
経
済
の
好
転
を
期

し
て
お
り
ま
す
。

私
共
地
方
自
治
体
の
財
政
も
政
府
の

と
ら
れ
る
施
策
の
影
響
が
極
め
て
大
き

く
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
の
明
年
度
に
お

け
る
主
な
事
業
と
し
て
強
く
要
請
さ
れ

て
お
り
ま
す
学
校
の
増
改
築
や
、
社
会
教

育
施
設
の
整
備
充
実
、
あ
る
い
は
総
合
公

園
の
造
成
と
と
も
に
新
し
い
水
族
館
の

建
設
、
市
道
の
改
良
舗
装
、
街
路
区
画

整
理
事
業
の
推
進
の
ほ
か
、
農
村
モ
デ

ル
事
業
、
二
百
海
里
制
限
か
ら
く
る
漁

業
の
振
興
策
な
ど
、
住
民
の
福
祉
と
住 新

年
の
ご
あ
い
さ
つ

魚

清3
河長

七

良

み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
事
業
が
数
多
く

山
積
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
近
代
都
市
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
公
共
下
水
道
事
業
も
、
是
非
と
も

理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
進
め
て
参
り
た

い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
北
陸
自
動
車
道
や
、
ス
ー

パ
ー
農
道
の
促
進
も
、
積
極
的
な
支
援

の
も
と
に
進
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
て

お
り
ま
す
が
、
も
と
よ
り
限
ら
れ
た
財

源
と
き
び
し
い
経
済
事
情
の
な
か
で
の

数
多
い
要
請
の
事
業
を
進
め
る
た
め
に

は
市
民
の
深
い
理
解
と
協
力
が
な
け
れ

ば
倒
底
成
し
得
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
は
財
政
の
運
営
効
率
と
適
正
化
に

つ
と
め
、
一
層
の
経
費
の
引
き
締
め
と
節

約
を
は
か
り
な
が
ら
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
に
遁
進
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
「
え
と
」
は
午
で
あ
り
ま
す

が
昔
か
ら
天
馬
空
を
行
く
と
い
い
ま
す
。

市
も
議
会
と
共
に
住
民
の
福
祉
を
第
一

に
、
昨
年
ま
で
の
不
況
の
重
苦
し
さ
や
暗

さ
を
吹
き
飛
ば
し
、
文
字
ど
お
り
天
馬

空
を
ゆ
く
、
明
る
く
飛
躍
の
年
と
い
た

し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
の
新
春
を
迎
え
て
変

ら
ぬ
御
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
市
民
の
皆
様
の
御
健
康
と
お
し

あ
わ
せ
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

一
般

会
計

六
十
七
億
六
千
七
百
万
円
に

十
二
月
定
例
市
議
会
は
、
十
三
日
か
ら
聞
か
れ
、
最
終
日
の
二
十
一
日
に

次
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

V
議
決
さ
れ
た
識
案

マ
一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出

の
総
額
に
二
億
一
千
三
十
七
万
五
千
円

を
追
加
し
て
、
そ
の
総
額
を
六
十
七
億

六
千
七
百
十
三
万
三
千
円
と
す
る
も
の

で
、
そ
の
主
な
も
の
は
、
人
事
院
勧
告

に
も
と
づ
く
職
員
の
給
与
改
訂
所
要
額

八
千
百
一
万
六
千
円
、
開
発
公
社
え
の

用
地
買
収
費
四
千
万
円
、
新
川
広
域
圏

事
務
組
合
及
び
白
倉
小
学
校
組
合
分
と

し
て
、
三
千
五
百
六
十
二
万
四
千
円
、

駐
車
場
事
業
会
計
え
の
繰
出
金
一
千
百

三
十
三
万
五
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

民
生
費
で
は
、
老
人
施
設
入
所
者
措

置
費
七
百
四
十
八
万
三
千
円
、
老
人
医

療
給
付
費
の
扶
助
費
に
二
千
八
百
五
十

二
万
九
千
円
、
私
立
保
育
園
措
置
委
託

料
七
百
五
十
万
二
千
円
、
生
活
保
護
者

医
療
費
の
扶
助
費
に
一
千
六
百
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
ま
し
た
。

労
働
費
で
は
、
失
業
対
策
事
業
の
就

労
者
賃
金
の
単
価
改
訂
と
、
歩
道
除
雪

対
策
と
し
て
、
除
雪
機
二
台
の
購
入
費

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
秋
冬
白
菜
の

暴
落
に
よ
る
野
菜
安
定
資
金
協
会
負
担

金
の
増
額
と
、
新
規
事
業
と
し
て
、
果

樹
と
ぶ
ど
う
の
五
十
二
年
度
豪
雪
被
害

特
別
対
策
事
業
負
担
金
二
百
八
十
九
万

二
千
円
、
水
産
振
興
費
で
は
、
鮭
鱒
増

殖
施
設
特
別
整
備
事
業
補
助
金
な
ど
を

計
上
し
、
商
工
費
で
は
、
小
口
事
業
資

金
と
し
て
一
千
九
百
万
円
を
予
託
し
て
、

年
末
金
融
対
策
と
中
小
企
業
者
の
運
転

設
備
資
金
の
貸
付
枠
を
大
幅
に
増
額
し

て
、
中
小
商
工
業
の
振
興
を
は
か
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
土
木
費
で
は
、
道
路

用
地
買
収
費
三
百
万
円
、
道
路
維
持
費

四
百
五
十
万
円
、
道
路
新
設
改
良
費
一

千
万
円
、
河
川
総
務
費
に
二
百
五
十
万

円
、
都
市
下
水
路
費
一
千
万
円
を
そ
れ

ぞ
れ
追
加
計
上
し
ま
し
た
。
教
育
費
で

は
、
備
品
費
に
百
万
円
、
本
江
小
学
校

三
階
内
装
工
事
費
に
一
千
万
円
、
道
下

公
民
館
修
繕
費
百
二
十
万
円
、
類
似
公

民
館
建
設
補
助
金
百
三
十
三
万
八
千
円

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。
以
下
略

マ
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

マ
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
魚
津
駅
前
広
場
駐
車
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

マ
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

マ
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

(2) 

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

へ
図
書
を
ど
っ
さ
り

4
司
備
え
付
け
ら
れ
た
ロ

l
タ
リ
文
庫

昨
年
末
、
魚
津
ロ
l
タ
リ
と
西

口
l
タ
リ
の
両
ク
ラ
ブ
青
少
年
委

員
会
か
ら
、
健
全
な
青
少
年
を
育

成
す
る
た
め
に
と
、
市
勤
労
青
少

年
ホ
l
ム
へ
図
書
百
八
十
冊
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
で
は
、
早

速
図
書
室
に
ロ

l
タ
リ
文
庫
を
設

け
て
、
働
く
青
少
年
の
皆
さ
ん
や
、

ホ
l
ム
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
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市
民
の
皆
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
の
新
春
を
迎
え
皆
さ

ん
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
二
百
海
里
問
題
に
よ
る
漁

業
の
危
機
、
さ
ら
に
急
激
な
円
高
や
国

際
収
支
の
黒
字
減
ら
し
を
迫
る
外
圧
が

?"

aミ

A

，

加
わ
り
、
「
未
曽
有
の
不
況
」
に
よ
っ
て

非
常
に
深
刻
な
経
済
事
情
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
の
な
か
で
、

今
ま
で
の
高
度
経
済
成
長
は
期
待
で
き

ず
、
地
方
財
政
に
お
い
て
も
こ
の
影
響

が
大
き
く
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事
態

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
政
府
の
よ
り
一
層
の
景
気
対

策
を
期
待
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
体
は
こ
の
不
況
の
な
か
で
、

地
方
財
政
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
べ
く

全
力
を
傾
け
、
財
政
の
健
全
化
と
財
政

機
構
の
合
理
化
を
は
か
つ
て
、
こ
の
き

び
し
い
時
代
に
対
応
す
べ
く
最
大
限
の

努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
済
状
況
の
な
か
で
、

市
の
主
な
る
事
業
と
し
て
、
総
合
公
園

造
成
事
業
と
水
族
館
建
設
、
都
市
計
画 新

年

に

よ

せ

て

魚
津
市
議
会
議
長

若

島

正

敬

事
業
、
下
水
道
事
業
、
農
村
統
合
モ
デ

ル
事
業
、
北
陸
自
動
車
道
、
ス
ー
パ
ー

農
道
、
学
校
建
設
な
ど
市
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
必
要
な
生
活
関
連
施
策
等
の

重
要
な
施
策
が
山
積
い
た
し
て
お
り
、

長
期
的
展
望
に
立
っ
て
よ
り
効
率
的
な

解
決
に
一
段
と
努
力
す
べ
き
も
の
と
、

議
決
機
関
の
使
命
の
重
大
さ
を
痛
感
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

市
に
お
い
て
も
、
昨
年
は
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
市

政
全
般
に
着
実
な
進
展
を
示
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
市
民
生
活
の
安

定
と
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
に
は
さ
き

に
申
し
上
げ
ま
し
た
事
業
の
ほ
か
に
、

幾
多
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る

た
め
、
市
当
局
と
一
体
と
な
っ
て
市
政

全
般
に
わ
た
り
、
市
民
各
位
の
英
知
を

結
集
し
、
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
市
政
に
対
す
る
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

部
を
改
正
す
る
条
例

マ
市
職
員
退
職
年
金
等
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例

マ
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

マ
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

マ
市
立
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

マ
字
の
区
域
の
変
更
及
び
廃
止
に
つ
い

て

ヘ

V
認
定
さ
れ
た
決
算

マ
五
十
一
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
外
各
会
計
の
五
決
算

V
同
意
さ
れ
た
議
案

マ
吉
島
六
四
五
番
地

長
谷
川
宗
雄
氏
を
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
の
委
員
に
選
任

マ
友
道
二
、
一
八

O
番
地

北
保
正
留
氏
を
、
公
平
委
員
会
の

委
員
に
選
任

円
高
対
策
緊
急
融
資
制
度

中
小
企
業
者
向
け

県
で
は
、
為
替
相
場
が
急
激
に
変

動
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
経
営
の

安
定
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
中

小
企
業
者
に
緊
急
融
資
を
次
の
と
お

り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
貸
付
枠

1
十
億
円

マ
対
象
よ
薗
の

「中
小
企
業
為
替

変
動
対
策
緊
急
融
資
制
度
要
綱
」

に
指
定
す
る
業
種
ま
た
は
知
事
が

別
に
指
定
す
る
業
種
に
属
す
る
事

業
者
②
当
該
事
業
に
係
る
輸
出

高
の
総
売
上
高
に
対
す
る
比
率
が
、

二

or以
上
で
あ
る
者
。

m②
に
該
当
す
る
と
、
親
企
業
ま

た
は
所
属
組
合
の
理
事
長
等
の
証

明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

マ
一
企
業
融
資
限
度

1
二
千
万
円
(

知
事
が
必
要
と
認
め
た
と
き
五
千

万
円
)

マ
利
率

1
年
六
・
六
切れ
以
内

マ
期
間

l
三
か
年
以
内
(
う
ち
据
置

六
か
年
)

マ
担
保

1
金
融
機
関
の
判
断
に
よ
る
。

す
べ
て
保
証
協
会
の
保
証
必
要
。

保
証
料
0
・
六
軒

マ
取
扱
期
間

1
五
十
三
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
。

マ
申
し
込
み

1
指
定
金
融
機
関

石
崎
さ
ん
に

厚
生
大
臣
表
彰

本
町
二
丁
目
一
番
三
号

石
崎
七
郎
氏
(
六
十
一
歳
)

‘
厚
生
大
臣
か
ら
の
.
額
と
石
崎
七
郎
さ
ん

昨
年
長
崎
市
民
会
館
で
開
か
れ

た
全
国
環
境
衛
生
大
会
で
、
北
陸

四
県
で
は
た
だ
一
人
晴
れ
の
厚
生

大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
石
崎
さ
ん
の
永
年
に
わ

た
る
、
河
川
や
海
岸
の
美
化
運
動

と
、
環
境
の
整
備
に
つ
く
さ
れ
た

功
労
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

同
表
彰
状
に
添
え
て
「
徳
不
孤
」

(
と
く
、
こ
な
ら
ず
)
と
書
い
た
大

臣
か
ら
の
書
額
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

(3) 
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……調和ある住みよいまち魚津……

……明日を築く豊かなまち魚津…… をめざしてどのように使われたか
……文化的香り高いまち魚津……

実施した主な事業

投資的経費の内訳(主なもの)

最
終
予
算
額
五
十
四
億
四
千
二
百
四

十
六
万
九
千
円
に
対
し
、
決
算
額
は
歳

入
五
十
六
億
七
千
三
百
十
四
万
八
千
円

歳
出
五
十
三
億
六
千
六
百
五
十
一
万
二

千
円
と
な
り
、
差
引
三
億
六
百
六
十
三

万
六
千
円
の
剰
余
金
を
次
年
度
へ
繰
越

し
ま
し
た
。

(4) 

普通建設事業

事 業 名 金 額

(1)補助事* 千円

野菜指定産地近代化事業 6，930 
第 2次農業構造改善事業 55，672 
畜産経営環境整備事業 16，686 
農道整備事業 7，518 
老朽ため池等整備事業 9，401 
林道開設事業 76，100 
経団漁港修築事業 102，000 
漁港関連道建設事業 54，600 
北鬼江青島線道路改良事業 33，000 
都市計画街路事業 78，000 
都市改造事業 255，000 
総合公園築造事業 50，000 
上野方小学校プール建設事業 22，666 
坪野分校体育館建設事業 13，533 
西布施小学校体育館建設事業 44，739 
大町幼稚園建設事業 51，235 
西布施公民館建設事業 36，079 

(2)単独事業

農山村自然環境活用事業 5，280 
県単土地改良事業 12，175 
市単土地改良事業 12，243 
経国漁港修築事業 73，165 
国立短期大学用地買収費 65，858 
道路新設改良事業 174，531 
北鬼江青島線道路改良事業 8，669 
交通対策事業 7，557 
都市改造事業 23，649 
土地区画整理事業 11，741 
西川原団地集会場建設工事 5，220 
西布施小学校体育館建設事業 11 ，876 
経団小学校内装工事 17，800 
道下小学校内装工事 19，330 
大町幼稚園建設事業 14，878 
たてもん集蔵庫建設工事 10，740 
野球場用地買収費 19，999 

決 算 額 歳入歳出
~ ミ 計 名

差引額歳 入 歳 出

千円 千円 千円

一 般 ~ 三 計 5，673，148 5，366，512 306，636 

下水道事業会 計 6，662 6，662 

簡易水道事業会 計 13，827 13，305 522 

国民健康保険事業会計 1，093，878 1，084，798 9，080 

農業共済事業会 計 166，436 160，870 5，566 

(農作物共済勘定) 86，540 81，300 5，240 

(家畜共済勘定) 11 ，097 11 ，095 2 

( 業務 勘定) 56，081 56，018 63 

(果樹共済勘定) 12，718 12，457 261 

メロL 計 6，953，951 6，632，147 321，804 

51年度会計別決算状況

一般会計性質別支出

区 分 決算額 構成比

千円 % 
1 人 件 費 1，473，742 27.5 

2 物 件 費 450，883 8.4 

3 維持補修費 130，082 2.4 

4 扶 助 費 706，272 13.2 

5 補 助 費 等 227，975 4.2 

6 公 イ貨 費 205，051 3.8 

7.積 立 金 34 

8 投資及び出資金 4，329 0.1 

9 貸 付 金 66，882 1.2 

10.繰 出 金 52，619 1.0 

11 投資的経費 2，048，643 38.2 

(普通建設事業費) 1，776，823 33.1 

(災害復旧事業費) 170，374 3.2 

(失業対策事業費) 101，446 1.9 

歳出合計 5，366，512 100.0 

産

区 分 金額又は面積

土 地 463，501m' 

建 物 116，749m' 

基 金 316，433千円

有価証券その他 40，732千円

一時借入金の状況

借入先 借入額 借入期間

千円 52.3 .1-
北陸銀行 50，000 

52. 3 .19 

財有市
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計決算状況
歳出

A
Q

一
A脅支

区 分 予算額 決算額 収入割合 構成比

千円 ー千円 % % 
l 議 ‘ ~ 費 78，586 78，441 99.8 1.5 

2 総 務 費 864，851 847，486 98.0 15.8 

3 民 生 費 1，124，384 '1，115，977 99.3 20.8 

4 衛 生 費 171，923 167，625 97.5- 3.1 

5.労 働 費 106，600 102，002 95.7 1.9 

6 農林水産業費 835，712 828，883 99.2 15.4 

7.商 工 費 134，623 132，122 98.1 2.5 

8 土 木 費 837，707 832，934 99.4 15.5 

9. i肖 防 費 1~3 ， 706 143，095 99.6 2.7 

10.教 育 費 709，191 704，976 99.4 13.1 

11 災 害復旧費 189，498 170，374 89.9 3.2 

12.公 f質 費 206，672 205，667 99.5 3.8 

13.諸 支 出 金 37，020 36，930 99.8 0.7 

14.予 {精 費 1;996 

歳 出合計 5，442，469 5，366，512 98.6 100.0 

入

区 分 予算額 決算額 収入割合 構成比

千円 千円 % % 
l 市 税 1，517，138 1，576，766 103.9 27.8 

2 地方議与税 30，000 49，950 166.5 0.9 

3 .:娯楽施設利用税交付金 15，000 15，119 100.8 0.3 

4...自動車取得税交付金 35，000 50，035 143.0 0.9 

5 地方交付税 1，005，798 1，072，145 106.6 18.9 

6. .交通安全対策特別交付金 5，826 5，826 100.0 0.1 

7 .分担金及び負担金 294，974 294，056 99.7 5.2 

8.使用料及び手数料 90，799 95，093 104.7 .1.7 

9.国庫支出金 1，093，362 1，153，947 105.5 20.3 

10.県 支 出 金 406，969 405，458 99.6 7.1 

11. .11オ 産 時文 入 17，636 24，786 140.5 0.4 

12.寄 附 金 76，010 75，279 99.0 1.3 
: 

13."繰 越 金 257，769 257，769 100.0 4.5 

14.諸 ij~ 入 114，488 128，419 112.2 2.3 

15.市 {貨 481，700 468，500 97.3 8.3 
. ー・

歳 入合計 5，442，469 5，673，148 104.2 100.0 

歳

市 税 の 内 訳

特別土地保有税
1，058珊 0.7%

入湯税 391珊 0.2%
木材取引税 42珊

51年度の決算額グラフ

その他
5，986，472同

0.5% 

一般会計繰入金
33，586，000悶

3.1% 

五
十
一
年
度
に
お
け
る
最
終
予
算
額

十
一
億
一
千
二
百
七
万
一
千
円
に
対
し

て
、
決
算
額
は
歳
入
十
億
九
千
三
百
八

十
七
万
七
千
六
百
七
十
円
、
歳
出
十
億

八
千
四
百
七
十
九
万
八
千
三
百
三
十
五

円
で
差
引
九
百
七
万
九
千
三
百
三
十
五

円
の
剰
余
金
を
次
年
度
へ
繰
越
し
ま
し

た
五
十
年
度
の
決
算
時
に
多
額
の
累
積

赤
字
を
抱
え
、
苦
し
い
運
営
を
続
け
て

い
ま
し
た
が
、
五
十
一
年
度
で
固
か
ら

の
特
別
交
付
金
と
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
赤
字
を

解
消
し
て
、
次
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
黒

字
に
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

諸支出金
69，153，504阿

6.3% 

保健施設費
17，014，578悶

1.6% 
総務費
32，125，150円

3.0% 

(5) 



第三種郵便物認可・・.昭和53年 1用tJ3発行広報うおづ 1月号-・H ・H ・....・H ・-あなたと市政をむすぷ

五
十
一
年
度
は
道
坂
第
三
水
源
き
く

井
工
事
と
こ
れ
に
付
帯
し
た
電
気
、
導

水
管
布
設
工
事
な
ど
を
実
施
し
て
増
加

す
る
水
需
要
に
こ
た
え
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。そ

の
外
加
積
地
区
都
計
街
路
な
ど
十

一
路
線
に
配
水
管
延
長
二
、
八
四
八
幻

を
布
設
し
ま
し
た
。

経
理
面
で
は
、
収
益
的
収
入
一
億
四

百
十
四
万
二
千
円
、
支
出
一
億
二
千
九

・石
七
十
万
七
千
円
で
、
二
千
五
百
五

ぃ

T
t万
五
千
円
の
欠
損
と
な
り
赤
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
。

業
務
状
況

・
給
水
人
口

=

=

、
一八七
人

給

水

戸

数

七

、

一

六

二

戸

‘
道
坂
第
三
水
源
地
に
設
置
さ
れ
た
ポ
ン
プ

年
間
配
水
量

年
間
給
水
量

有

収

率

四、一口一
、0
0
四
立
方
灯

ニ
、五七五
、四
き
立
方

μ

さ
一・八が
れ

-、，・、
3・

‘ 

千円

科 目 金 額 科 目 金 額

。営 調健 '隆 用 110，479 営 噴量 収 益 104，039 

原水及び浄水費 10，288 車会 水 収 益 83，914 

配水及び給水費 11 ，222 受託工事収益 17，366 

1ι L 託 工事費 16，421 そ の 他 営 業 収 益 2，759 

総 経 費 52，391 営 業 外収益 103 

減価償却費 16，837 1l.ι . 取 手り 子 83 

雪害対策費 2，720 雑 収 益 20 

その他営業費用 590 当 ー年 度 純 損 失 25，575 

営業外費用 19，238 
¥.. -:.' ; ・、ーー-・，-t. faヘr.¥

業支払償利取息級及諸び企費 19，238 

.g 、 計 129，717 メ口入 計 129，717 

単位51年度損益計算書

科 目 金 額 科 目
守.、

金 額

固定資産 397，277 流動負債 ‘，26，512 

(有形固定資産) 未 7 払 金
、

593 

土 地 7，447 前 3 ・受 金 1，907 

建 物 15，360 一 時 借 入 金 18，000 

構 築 物 340，327 その・他流動負債 6，012 

'機械及び装置 32，845 資 本 金 393，727 

車両及び運搬費 598 自己 資本 金 105，219 

工具，器具及び備品 649 1E: 業 {貨 288，508 

(重形固定資産) 事l 余 金 24，358 

施設利用権 51 (資本剰余金) 17，284 

涜動 資 産 21，745 受贈財産評価額 13，224 

現金及び預金 441 工事負担金 4，060 

末 収 金 11，956 (利益剰余金) 7，074 

貯 蔵 nEロZ 4，348 減{貨積立金 2，200 

その他流動資産 5，000. 建 設 改 良 機‘立金 4，874 

当年度純損失 25，575 

メ日入 計 419，022 .g. 計 419，022 

千円単位51年度貸借対照表

審
査
の
期
間

五
十
二
年
九
月
二
十
七
日
か
ら
五
十

二
年
十
月
十
四
日
ま
で

審
査
の
方
法

審
査
は
、
五
十
一
年
度
魚
津
市
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
書
、
同
事
項
別
明
細

書
、
実
質
収
支
に
関
す
る
調
書
、
財
産

に
関
す
る
調
書
並
び
に
関
係
諸
帳
簿
、

証
書
類
に
つ
い
て
、
厳
重
な
照
査
を
行

う
と
と
も
に
、
関
係
職
員
の
説
明
を
徴

取
し
て
、
計
数
の
正
確
性
、
予
算
執
行

の
適
否
、
内
容
の
妥
当
性
等
に
つ
い
て

審
査
を
行
っ
た
。

審
査
の
結
果

審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
歳
入
歳
出

決
算
書
及
び
付
属
書
類
等
は
、
い
ず
れ

も
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、

計
数
は
関
係
諸
帳
簿
と
符
合
し
て
正
確

で
あ
り
、
か
つ
、
予
算
の
執
行
も
お
お

む
ね
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

な
お
、
審
査
結
果
の
概
要
と
意
見
に

つ
い
て
は
、
つ
ぎ
に
述
べ
る
と
お
り
で

あ
る
。

一
般
会
計

決
算
額
は
、
歳
入
五
十
六
億
七
千
三

百
十
四
万
八
千
三
百
八
十
二
円
、
歳
出

五
十
三
億
六
千
六
百
五
十
一
万
二
千
三

百
九
十
六
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

歳
入
で
二
ニ

・
八
パ
ー
セ
ン

ト
(
六
億
八
千
七
百
八
十
万

八
千
四
百
円
)
、
歳
出
で
一

三

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
(
六
億

三
千
八
百
九
十
四
万
一
千
八

百
七
円
)
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し

て
い
る
。
こ
の
結
果
、
歳
入

歳
出
差
引
残
額
三
億
六
百
六

十
三
万
五
千
九
百
八
十
六
円

を
翌
年
度
に
繰
越
し
す
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
繰
越
金
の

中
に
は
、
前
年
度
の
繰
越
金

二
億
五
千
七
百
七
十
六
万
九

千
三
百
九
十
三
円
が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
差
引

い
た
四
千
八
百
八
十
六
万
六

千
五
百
九
十
三
円
が
、
単
年

度
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
財
政
収
支
な
ら
び

に
財
政
運
営
は
総
合
的
に
み

て
お
お
む
ね
適
切
か
つ
健
全

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。
以
下
中
略

む
す
び

当
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
経

済
の
不
況
と
物
価
の
上
昇
で
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
年
で
あ
っ
た
。

そ
の
影
響
で
市
財
政
力
も
弱
ま
り
つ
つ

あ
る
が
、
積
極
的
な
施
策
で
国

・
県
の

資
金
を
導
入
し
て
多
様
化
し
て
い
る
住

民
の
要
望
事
項
等
を
最
大
限
に
処
理
し
、

か
つ
、
健
全
財
政
の
運
営
を
図
り
な
が

ら
近
代
都
市
づ
く
り
と
住
民
福
祉
の
向

上
に
努
力
さ
れ
た
。

(6) 
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本江校下民生委員協議会

長谷河長作 大光寺2265 ②1151 大本光江寺2l区Et2E3区.4区，老人ホーム区
広田半一郎 鴨川町2-18 ②1386 A区，本江会館通り区

林 秋男 友道966 ②1624 友道l区，1.友栄町区，友道本町区

五十嵐嘉治 本江1463-10 @2017 友道2区ィ3区，4区
久津谷正子 本在新町9-8 ・@3582 石本江垣新新阿1区区.:2印区.3区.4区，小坂区
谷川ヨシエ 石垣新886-3 ②1497 t 田区，三田区

小柴澄子 友道1817-7 @5263 友道5区，友道幸町区

|朝野助信 本江518 @5235 本江l区v本江元町区
i 米山要次郎 新金屋1丁目2-22@0874 新金屋3区，並木町区

山西 やへ 新金屋2丁目2-3②3972 新金屋1~2区.東栄町区.魚津母子寮区

砂片貝校下民生平委沢員協議会
谷口岩次郎 125証 ‘@2756 平沢l区，2区，黒谷l区

竹山富美枝 黒谷849 @2777 山女l区， 2区，黒谷2区

宗隆美則 島尻3209 @2516 島尻l区，2区，3区，大菅沼区

巌寺きみ 東城22日-1 @8390 東城1区.2区

林 清吉 道坂275 @2173 道坂区，貝田新区

砂吉島(加積)校下民生委員協議会

伊東きくえ 横枕238 @8185 横枕区，袋区

バ水口 一雄ー太郎丸1438 @ ②2264 六郎丸3区，4区，5区，晴海ケ丘区

中井向一 六郎丸4569 --; ~1039 吉島市営住宅区

越 とめ 古島285 @1635 吉島6区，7区，吉島新町区

高見邦夫 吉島3286 @1689 吉島8区，高校前住宅区

相馬庄八 相ノ木426 ②2541 相ノ木巴吉島BtJ社宅区労災病院区

中村年雄 上村木333 @1690 上村木10区，11区，宮ノ下区

西田幸子上村木302-8 ②2277 上村木12区，13区，製作所社宅区

砂道下校下民生委員協議会

吉崎 常六仏国965-2 @0561 岡仏国1K，磯路区，小川図市営住宅区

谷美津子 fム回2331 ②0099 仏国~仏又区青島l区.下道市営住宅区

犬田竹雄 青島678 @0563 青島2~.3~ 青島社宅巴青島市営住宅区

寺田武夫 北中178 @3903 北中区，荒磯区，北中市営住宅区

加藤密枝子 本新80 ②2483 本新区

大島 作 吉島1丁目2-21②3760 釈迦堂区

立 茂盛 高畠1585-21 @3108 北鬼江l区，2区，3区，高畠区

砂経国校下民生委員協議会

西尾源二 江口274 ②5324 江口区，新江口区

中村健治 西尾崎54 ②5322 持光寺区，西尾崎区，立石区

津田ちゃ 平伝寺317 ②0688 平伝寺IIK，2区，酋川原市営住宅区

岡田覚ー 経団西町11-46②3573 上坂の下区

後藤政次郎 経団西町3-5 @5529 表印区

岡田一枝 経田中町1-38 ②5877 地方2区，地方元町区

米田俊男 寿町2-11 @3381 旭町区，寿町市営住宅区

高瀬栄嗣康 東町7-38 @2861 港町区

浜田恒松 経田中町12-30②1085 入船区

後藤長五郎 経田中町7-13 ②6335 向町区

野村与作 経団西町9-15 ②5442 栄町区

勝聞かつみ 浜経田142-1 @2889 地方l区，泉町区，天王市営住宅区

砂吉島(天神)校下民生委員協議会

中山常之東山1072 -③3400 東山1区， 2区，青柳区

関口正雄 天神野新2347 @7105 天神野新2区

関口 静 天神野新5149 @7127 天神野新1区

椿地静男 東尾崎1433 @7102 東尾崎区

関口邦彦 木下新6671-1 @3273 木下新区

砂酉布施校下民生委員協議会

真下 清正 黒沢459 @1208 大沢区，黒沢区

川上せっ 小川寺709 @1857 日尾区，御影区

沢山ムツミ 長引野315 ③1283 長引野1区，2区

酒井善弘 布施爪783 @1332 布施爪区

畠山寛禅 小川寺2934 @7317 小川寺l区， 2区

高島栄太郎 蛇田4797 @1663 蛇田1区， 2区

(7) 

昨年12月 1日付て¥次の新しい民生・児童委員がきまりました。
民生・児童委員は，それぞれの地域て¥低所得者の自立更

生の援護や，老人，心身障害者(児)，母子世帯の福祉向上等の
相談，福祉施策への協力と，社会奉仕の精神で自主的活動によ
り，社会福祉の増進に努めていただく大切な役割をもった方々
であります。今後のご活躍をお願いしましょう。

砂大町校下民生委員協議会

谷川寛徳 真成寺町4-6 @2268 真成寺区，餌指区
旗智ふみ 双葉町1-25 ②2718 東小路区，川原町区，新宿l区
，藤田彰秀 本町2丁目10-7②1837 寺町区，荒町区
浜多善保 本町2丁目3-12@3669 下新1区， 2区，元町区

若林藤 久靖 文化町1-13 @O538 文化町l区
遠かをる 文化町7-11 @0162 文化町2区
稲垣文雄 新宿11-4 @0544 新宿2区，臼屋区
金川.澄子 本町1丁目2-20②0158 馬出区，大町区

堺 トキ子 本町1丁目9-2 ②4852 明理区，新道区

慶野文子 新角川1丁目7-33②0187 岡町区，新町1区， 2区
友田道治 新角)112丁目2-39@2381 角川区，橋場区，八代区
梅沢信一 新角川2丁目7-1②3792 紺屋区，八幡区

寺崎ヨシ 上口2丁目16-8 ②5618 上町I区，2区
辻谷 博 上口2丁目14-3 @6746 南町1区，2区，3区
岩城玉子新住吉町3948-1②5483 三ケ町区，住吉町区

砂村木校下民生委員協議会

桝崎 民 中央通り2丁目3-18@0399 金屋1区，2区，鴨川区
加藤義明 中央通り 1丁目7-11@1345 神明1区，2区
山本初子 金浦町2-1 @2663 金浦区，火の宮区
猟場政治 諏訪町14-8 @10て5 諏訪1区， 2区， 3区
浜住 隆 諏訪町6-8 @0198 諏訪4区， 5区，港区
稲葉清吉 末広町8-7 @0483 村木10区， 11区，16区
住吉智恵子 末広町10-17 @3906 村木12区， 13区， 14区
笹木孫吉 火の宮町19-2 @0074 村木15区， 17区
加藤英子 駅前新町2-2 @3910 材相巴日ヵ~è念社宅包駅前新町区

砂住吉枝下民生委員協機会

山西正男 慶野138 @5411 慶野区，慶野市営住宅区
梅原与三吉 住吉2052 @4534 住吉l区， 2区
菊野 薫 住吉3129-6 @4534 住吉3区，4区， 5区， 6区
島津紀子 三ケ1280-3 @2963 町三ケ区

栗山忠一 三ケ1309 @4353 三ケ1区， 2区，3区
折川キヨ 川縁375 @5716 川縁l区， 2区
宮本宗悦 宮津1523 @0403 宮津区
砂上中島校下民生委員協融会

三浦作蔵 吉野1099 @5572 吉野区，川原区，弥源寺区
里崎ツヤ 浅生820 @3725 浅生区，有山区，上野区
今井金次郎 湯上1288 @6058 湯上区，升田区
川田 憲 出888 ②3004 出区，岩高区
溝口笠子 升方357 @4743 升方区，下椿区

砂松倉校下民生委員協論会

島沢みどり 坪野574 ③7181 坪野区，稗畠区
清河源治 北山704 @9255 北山区，小菅招区，池谷区

金岩敏子 観音堂1521 @9107 室田区，観音堂区

雛形三郎 金山谷1084 @9205 金山谷中部，北部，南部区
杉田長作 鹿熊1620 @7495 鹿熊北部，南部区

金山又二 虎谷176 ③7588 鉢区，虎谷区，大熊区

1¥i幸姦大海E 海梅

佐々木弘 寺野村3793②4666 大海寺野l区，雄峰団地区

広田 操 寺野村856③6295 大海寺野2区，3区，上野方市営住宅区

宮坂勝夫 寺新村3287③6316 大海寺新4区，大杉台区

宮坂幸吉 寺新村2090③6357 大海寺新5区

寺田恵美子 村520 ③6432 石垣6区，石垣平7区
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こまつだときには、ご利用くだ
さい。
相談料はいりません。

市民相談
物価問題等相談
日曜日を除き包日

午前8時30分~午後5時まで 『
土曜日は正午まで

市役所市民相談室

一一一線泌一森一め一体青山…

冬
期
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事

…
開
催
案
内

川

市
教
委
で
は
、
冬
期
間
み
な
さ
ん
の

体
力
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

多
数
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

行 政 相 談
包月第オ ・第3木曜日
午後 T時-4時

市役所市民相談室

行政相談委員住吉智恵子氏

末広町10の17 宮 22-3906 

申
し
込
み
ゃ
、
く
わ
し
い
こ
と
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教
委
体
育
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ま
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、
お
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合
わ
せ
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市
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卓
球
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会
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市
で
は
、
市
民
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
卓
球
大
会
を
、
次
の
よ
う
に
聞
き
ま

す
の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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時
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午
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午前10時~午後3時
県魚津総合庁告内

魚津地方県民相談室

人 権 相 談
日曜日を除き包日

午前9時~午後4時まで
土曜日は正午まで
富山地方法務局魚津支胃

ら

マ
会
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総
合
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当
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十
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。
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二
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八
日
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八
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場
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時
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九
時
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午
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時
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な
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加
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す
。

マ
申
込
先
市
教
委
体
育
課
ま
た
は
、

総
合
体
育
館

税 の 相 談
包月5日・ 15日 ・25日

午前9時~午後4時
魚津税務署

相談日ガ日曜日に当つだ場合

は翌日

l山配ごと相談
月曜日を除き白日

午前9時~午後4時
福祉センター百楽荘

、zzF
と・2
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一
一
月
の
歩
こ
う
会

~

一
一
月
の
歩
こ
う
会
は
、
五
日
制
経
由

漁
港
方
面
へ
行
き
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
村
木
小
学
校
前
を
午
前

九
時
出
発
、
海
岸
沿
い
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ

l
ド
を
通
り
、
経
団
漁
港
ま
で
歩

内臓相談
包週、月・水 ・金曜日

午前9時30分~午後3時
市役所市民相談室

高年齢者臓業相談
日曜日を除き毎日

午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで
市役所 高年齢者職業相談室

(8) 

き
ま
す
。
帰
り
は
電
車
を
利
用
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
八
時
五
十
分
ま
で

村
木
小
学
校
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

荒
天
の
と
き
は
中
止
し
ま
す
。
(
中
食
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要
)

歩
こ
う
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。

…

統

計

調

査

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

…

工
業
統
計
調
査

u

農
業
基
本
調
査

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業
行
政

'

二
月
一
日
現
在
で
、
県
下

一
せ
い
に

…
を
進
め
る
上
で
最
も
大
切
な
調
査
で
す
。

'
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。
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市
で
は
、
こ
と
し
成
人
を
迎
え
る
皆

さ
ん
を
祝
福
し
て
、
次
の
と
お
り
式
典

を
行
い
ま
す
か
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
一
月
十
五
日
午
前
十
時
か
ら

場
所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

成
人
該
当
者

昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
か
ら

三
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
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ま
れ
た
方
。
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典
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ク
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迎
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す
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さ
い
。
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ま
す

か
ら
、
関
係
者
は
、
期
限
に
お
く
れ
な
い

よ
う
関
係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
o

v受
付
期
間
二
月
一
日
j
二
月
二
十

八
日

V
受
付
場
所
市
総
務
課
行
政
係

く
わ
し
い
こ
と
は
、
行
政
係
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
宮
内
線
2
5
6

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

圏
内
に
住
む
日
本
人
は
、
二
十
歳
に

な
れ
ば
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
、

法
律
で
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

加
入
の
手
続
き
を
す
ま
せ
て
い
な
い
人

は
、
い
ま
す
ぐ
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

加
入
と
同
時
に
お
渡
し
す
る
年
金
手

帳
は
、
あ
な
た
の
一
生
を
ゆ
た
か
に
守

っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
年
金
は
あ
な
た

の
老
後
を
支
え
る
も
の
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
入
し
て
保

険
料
を
一
年
間
払
い
続
け
た
後
に
、
交

通
事
故
、
病
気
、
天
災
な
ど
で
思
わ
ぬ

重
度
障
害
を
受
け
た
時
は
、
治
る
ま
で

。
障
害
年
金
。
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
働
く
父
を
亡
く
し
た
家
庭
に
は
。

母
子
年
金
。
が
、
さ
ら
に
父
母
が
早
死

す
れ
ば
、
お
子
さ
ん
に
か
遺
児
年
金
。

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
あ
な
た
が
六
十
五
歳
に
な

れ
ば
。
老
齢
年
金
。
を
、
生
き
て
い
る

限
り
受
け
続
け
ら
れ
ま
す
。

最
近
の
日
本
は
、
世
界
で
も
指
折
り

の
長
寿
国
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
老
後
の
生
活
を
考
え
て
、
若
い
時

か
ら
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す。
国
民
年
金
は
、
欧
米
な
み
の
給
付
レ

ベ
ル
と
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
採
用
し

て
い
ま
す
か
ら
、
移
り
か
わ
る
物
価
に
、

こ
の
年
金
額
が
年
々
連
動
し
て
、
遠
い

老
後
に
な
っ
て
も
十
分
あ
な
た
の
生
活

に
役
立
ち
ま
す
。

保
険
料
は
、
月
に
二
、
二

Q
O円
(

四
月
か
ら
は
二
、
七
三

O
円
)
で
す
が
、

ほ
か
に
月
四

O
O円
の
付
加
保
険
料
を

納
め
る
と
、
よ
り
多
い
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

掛
金
期
間
が
長
い
ほ
ど
、
多
い
額
の

年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

か
ら
、
今
す
ぐ
市
民
課
国
民
年
金
係
で

必
要
な
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ゾ
、
次
の
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

・
厚
生
年
金
保
険

・
船
員
保
険

・
国
家
公
務
員
・
地
方
公
務
員
・
公
共

企
業
体
職
員
・
私
立
学
校
教
職
員
・

農
林
漁
業
団
体
職
員
等
の
各
共
済
組

合く
わ
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り
た

い
と
き
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

宮
内
線
2
3
2
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

寒
さ
も
今
が
本
番
、
各
家
庭
で
は
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
暖
房
器
具
を
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
時
期
は
、
火

災
が
多
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
火
災
に
は
地

震
に
よ
る
転
倒
、
家
庭
で
は
子
供
の
遊

戯
中
に
よ
る
転
倒
、
庖
舗
等
で
は
お
客

さ
ん
の
つ
ま
づ
き
に
よ
る
転
倒
な
ど
取

扱
い
の
不
注
意
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の

火
災
を
お
こ
し
、
い
た
ま
し
い
犠
牲
者

を
だ
し
て
い
ま
す
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
さ
れ
る
場
合

は
、
次
の
事
に
充
分
注
意
し
て
安
全
な

取
り
扱
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

1
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
対
震
自
動
消
火
装

置
の
つ
い
た
も
の
を
使
用
す
る
。

2
対
震
自
動
消
火
装
置
は
必
ず
セ
ッ
ト

し
、
水
放
射
式
の
も
の
に
は
水
を
入

れ
正
し
く
使
用
す
る
。

3
ふ
す
ま
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
燃
え
や
す

い
も
の
の
そ
ば
や
物
が
落
下
す
る
と

こ
ろ
で
は
使
わ
な
い
。

4
火
を
つ
け
た
ま
ま
の
持
ち
運
び
ゃ
給

油
を
し
な
い
。

5
出
入
口
や
通
路
と
な
る
場
所
で
は
使

わ
な
い
。

6
と
き
ど
き
器
具
の
手
入
れ
や
点
検
を

す
る
。

7
ス
ト
ー
ブ
の
上
や
近
く
に
洗
た
く
も

の
を
干
さ
な
い
。

8
ス
ト
ー
ブ
の
ま
わ
り
に
石
油
が
こ
ぼ

れ
た
ら
す
ぐ
に
ふ
き
と
る
。

9
ス
ト
ー
ブ
が
数
台
あ
る
場
合
は
ま
ず

新
し
い
も
の
か
ら
(
対
震
装
置
の
つ

い
た
も
の
)
を
使
用
す
る
。

日
防
火
の
一
歩
は
整
理
整
と
ん
か
ら
。

魚
津
消
防
署

.・ふ。市・県民税第4期分

.-Jjたは・納期限 1月31日
γI~ t jJ~O 
/・固_. ，/~ 0 

(9) 
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V
成
人
病
相
談

マ
一
月
十
一
日
側
一
月
二
十
五
日
闘
い

ず
れ
も
午
後
一
時
1
三
時

市
庁
舎
保
健
室
(
一
階
正
面
向
右
端
)

マ
内
容
、
医
師
に
よ
る
診
察
、
心
電
図

血
圧
測
定
、
検
尿
、
保
健
指
導

マ
検
診
料

1
無
料

V
百
楽
荘
で
の

老
人
健
康
相
談

マ
一
月
二
十
五
日
側
一
時
三
十
分
1
三

時
マ
内
容

1
市
内
医
師
に
よ
る
診
察
、
血

圧
測
定
、
健
康
相
談
、
保
健
指
導

V
西
布
施
・
松
倉
地
区
の

健
康
相
談

マ
一
月
九
日
開
西
布
施
公
民
館

マ
一
月
二
十
三
日
側
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー

マ
時
間
午
後
一
時
i
三
時

マ
乳
児
か
ら
老
人
ま
で
の
健
康
相
談
に

応
じ
ま
す
。

寒
さ
に
向
っ
て
血
圧
を
測
り
ま
し
ょ

う
。
今
ま
で
に
高
い
と
い
わ
れ
た
こ
と

の
あ
る
人
は
今
が
測
る
良
い
時
期
で
す
。

マ
健
康
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。
健
康
で

長
生
き
す
る
た
め
に
、
冬
期
は
家
の
中

に
と
じ
こ
も
り
が
ち
で
す
か
ら
健
康
体

操
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ズ
ボ
ン
を
は

い
て
き
て
く
だ
さ
い
。

V
婦
人
検
診

2
同
月

マ
受
付

l
午
後
一
時
i
一
一時

マ
料
金

l
六
O
O円

マ
二
月
六
日
は
同
時
に
乳
が
ん
検
診
を

行
い
ま
す
。
(
料
金

l
七
O
O円
)

マ
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
は
、
各
家
庭

へ
ま
わ
る
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
す
る

か
、
も
し
く
は
直
接
、
市
生
活
環
境
課

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。宮

内
線
2
5
7

V
乳
児
検
診

マ
会
場

l
保
健
所

三
か
月
児
の
検
診
は
、
こ
関
節
脱
臼

検
診
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

V
三
歳
児
検
診

マ
会
場

1
保
健
所

V
母
親
学
級

(
B
コ
l
ス
)

マ
一
月
二
十
日
幽

マ
時
間

l
午
前
九
時
三
十
分
i
午
後
三

時
三
十
分

マ
場
所

l
魚
津
保
健
所
講
堂

マ
対
象

1
妊
娠
し
て
い
る
人

マ
今
月
の
内
容

(来
月
は
妊
娠
前
期
)

・
産
後
の
健
康

(映
画
)
家
族
計
画

.
乳
児
の
栄
養

・
妊
娠
、
産
祷
の
食
事
(
実
習
)

・
分
娩
の
生
理

(医
師
の
講
話
)

.
新
生
児
の
保
育
に
つ
い
て

マ
初
産
の
方
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い。

マ
畳
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

V
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
三
種
混
合
予
防
接

種
(
第
一
回
目
)
実
施

マ
該
当
者

1
(第
一
期
)
五
十
三
年
一

月
一
日
現
在
、
満
三
歳
以
上
i
四
歳
誕

生
日
ま
で
の
人
で
、
一
回
も
三
種
混
合

を
受
け
て
い
な
い
人
。
あ
る
い
は
、
今

ま
で
に
一
回
し
か
接
種
を
し
て
い
な
い

人。(
第
二
期
)
五
十
三
年
一
月
十
日
現
在

満
二
歳
以
上
の
年
齢
者
で
、
昨
年
第
一

期
を
三
回
接
種
ず
み
の
人
。

マ
な
お
、
四
歳
以
上
l
六
歳
誕
生
日
ま

で
の
人
で
、
今
ま
で
に
一
回
も
接
種
し

て
な
い
人
は
、
三
種
混
合
は
出
来
ま
せ

ん
が
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の
単
独
だ
け
受
け

て
く
だ
さ
い
。

全
く
受
け
な
か
っ
た
場
合
、
小
学
校

六
年
生
で
受
け
る
ジ
フ
テ
リ
ア
が
出
来

な
く
な
り
ま
す
。

マ
実
施
日

ご
存
知
で
す
か

。。

祝
日
の
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
、
ま

だ
よ
く
ご
存
知
な
い
方
が
あ
る
よ
う

で
す
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

祝
日
は

一
年
に
十
一
回

(元
日
一を

除
く
。)
あ
り
ま
す
が
、

も
え
る
ゴ
ミ
は
祝
日
で
も
収
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い

ょ
う
当
日
朝
八
時
ま
で
ゴ
ミ
収
積
場

所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
え
な
い
ゴ
ミ
(
不
燃
物
)
は
、

日
曜
、
祝
日
と
も
収
集
し
ま
せ
ん
か

ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
は
翌

日
収
集
に
な
り
ま
す
。

民¥
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"" 
ら
れ
て
い
る
人
。

3

接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成

分
に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
人
。

4

過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接
種

に
よ
り
、
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
の
あ

る
人
。

5

接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん

の
症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

以
上
の
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
の
で

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
接
種
当
日

・
朝
と
昼
の
体
温
を
計
っ
て
く
だ
さ
い

0

.
母
子
手
帳
持
参
の
こ
と
。

、nua刷、
j
d
ω
‘a

市
が
、
四
月
か
ら
実
施
し
て
来
た
成

人
病
検
診
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
受
診
者
一
、
四
九
一
名
の
う
ち
、

異
常
の
な
い
人

七
三
九
名
(
四
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
)

生
活
や
労
働
に
注
意
を
必
要
と
す
る
人

三
O
一
名
(
二

0
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
)

R1
-

杉
の
尾
の
岩
屋
は
、
片
貝
川
南
又
の

J

右
岸
に
あ
る
岩
屋
で
、
片
貝
川
第
四
発
河

電
所
の
取
り
入
れ
口
か
ら
下
流
三
百
メ

k

l
ト
ル
位
の
と
こ
ろ
に
あ
る
転
石
の
岩
，

屋
で
あ
る
。

川
原
か
ら
は
、
五
十
メ
ー
ト
ル
位
上

ガ
つ
だ
急
斜
面
に
あ
り
、
冬
期
使
用
す

る
だ
め
に
は
格
好
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

岩
屋
の
中
は
畳
三
畳
叡
ほ
ど
の
広
さ

ガ
あ
り
、
戦
前
ま
で
は
狩
猟
基
地
と
し

て
使
わ
れ
て
い
芝
。

中
に
は
、
い
ろ
り
跡
に
灰
ガ
あ
り
、

石
油
か
ん
の
古
い
も
の
や
、
目
覚
し
時

計
の
裏
ぷ
だ
に
鉄
の
火
ぱ
し
、
木
の
し

ゃ
も
じ
な
ど
ガ
あ
り
、
人
の
生
活
し
芝

あ
と
ガ
う
か
が
わ
れ
る
。
い
ろ
り
の
中

に
は
土
に
埋
れ
だ
盃
も
あ
り
、
燈
明
に

使
用
し
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

精
密
検
診
を
必
要
と
す
る
人

四
一
五
名
(
二
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
)

糖
尿
・
蛋
白
尿
や
貧
血
の
検
査
を
必
要

と
す
る
人
三
六
名
(
二
・
四
パ
ー
セ

ン
ト
)
で
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
約
半
数
以
上
の
人
が

な
に
か
異
常
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す。
と
く
に
血
圧
測
定
値
を
見
ま
す
と
、

高
血
圧
が
三
三
四
名
で
二
二

・
五
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
、
境
界
域
高
血
圧
が
三

二
五
名
で
一
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
高
血
圧
か
ら
は
い
ろ
ん
な

病
気
が
起
っ
て
来
ま
す
か
ら
、
心
臓
病

や
高
血
圧
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、
次

の
日
常
生
活
の
注
意
を
お
守
り
く
だ
さ

ω
寒
さ
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
よ
う
。

冬
の
外
出
に
は
防
寒
を
お
こ
た
ら
な

ω
浴
室
を
湯
気
で
十
分
暖
め
て
か
ら

入
浴
す
る
。
脱
衣
所
も
暖
か
く
す
る

こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

ω
入
浴
は
熱
す
ぎ
な
い
温
度
で
、
長

湯
も
禁
物
。

山
間
便
通
を
整
え
よ
う
。
ト
イ
レ
の
暖

房
に
も
く
ふ
う
し
よ
う
。

ω
食
事
は
塩
分
の
少
な
い
う
す
味
の

も
の
を
と
る
習
慣
を
つ
け
よ
う
。

ω
野
菜
や
海
藻
類
は
た
っ
ぷ
り
食
べ

ょ
う
。

例
お
酒
は
適
量
で
、
飲
み
す
ぎ
な
い

よ
う
に
。

ω
た
ば
こ
は
心
臓
、
血
管
、
呼
吸
器

に
悪
い
。
ひ
か
え
よ
う
。

1
月
の
休
日
診
療
医

ililililiiliFilili 
(11月末現在)

。1)

口人

200 ， 751-m' 

7.9 km 

12，585戸

23，676人

25，492人

49，168人

の市

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計
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史
跡

『
石
の
門
』

(12) 

『
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
』

いる 組 政 見道おなる同は 平たたて にトら七原な きれ っか
るさみバ最らがしく関じ水こ地。も こ当築ルれ 、かく門のば松 たら石
。 と い ス 近 れこい J門く尾こが付のこ時かあた八ら、と鞍 、倉 と 約 の
のれ教でな 干 ヲ 」 が 、 城 か 多 近 でをはれま石 O 運今い部早城 二ニ門
文ら童はく迄 Eれあ早がらくに、通、てり垣セぴもつけ月の ろ+は
化れお、な通に主る月あ、のは城り出いのがン上昔て岩川大 に金、
財、文市つり今 が川り数こ武下 、街る通さチげのものと手 あ程鹿
と小化がて土は向、か、百つ家を塗選 。路 う も た ま 門 門 角 門 る 蒜 熊
し ・財実いの開 こらこメて屋守倉 が をでのとま柱が川( 。道行
て中コ施る門削円こ松の|い敷る議 早 は あ 大 思 に が あ と 正 をき
紹 学 | し 。の さ U に倉間トる跡関へ月 さり玉わ 、あるの門 徒パ

つ介生スて 跡れ は城のル。ら門 通川 ん、石れ早る 。間 )
さにのい かて宍石へ鞍南 しでじを で三でる月の のか での
れも中る が、 u 垣通部方 いあて越 両メ端直ので 峰ら の終
てふ に 市 示林そがじにに 削ついえ 側 l取 径 川は 続見 ぽ点
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U Z たれれ現象与記~ \'，.-~ -'t;1定45吉日
れ 翠どの都去も重迎境いご A I 句電-~ いい 雪 、で十
る呆多で合~， 長んえにたざ ~ ~竜~ がへが外す歳
広重く、で℃くじまし町い 目 なん降で 。に
報言の残ぺ~伝てすi て中ま i 企写真は吉田勝君 くえつ働 な 本

江
小
学
校
五
年

田

勝

-= E司

な
る
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
も
ら
い
ま

す
。
自
転
車
も
買
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

僕
が
働
く
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
い
っ

ぱ
い
お
小
使
い
を
あ
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。僕

は
毎
日
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
か
た
た

た
き
を
し
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
大
正
生
ま
れ
の

う
ま
年
で
、
僕
は
、
昭
和
生
ま
れ
の
う

ま
年
で
、
大
へ
ん
仲
の
良
い
う
ま
同
士

で
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
を
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

を
目
ざ
し
て
せ
い
い
っ
ぱ
い
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
年
も
ご
愛
読

を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
多
量
の
降
雪
を
見
ま
す
が
、

一
人
暮
ら
し
老
人
や
母
子
家
庭
の
除
雪

な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
今
年
こ
そ

雪
害
を
克
服
し
た
明
る
い
冬
を
過
し
ま

し
ょ
う
。

広
報
に
対
す
る
ご
意
見
、
要
望
や
、

地
域
の
話
題
な
ど
、
ど
し
ど
し
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
連
絡
は
次
へ
ど
う
ぞ
:
:
:

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
十
番
一
号

魚
津
市
企
画
広
報
室
広
報
広
聴
係

宮
内
線
2
2
9
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